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1. はじめに
親子関係を含め，発達を捉えるためには？

マクロな視点からの
縦断研究
・・・長い期間を時
間軸として設定

ミクロな視点からの
縦断研究
・・・短い時間を時
間軸として設定

個々のミクロな動きを捉える大きな発達的変化を捉える

P技法因子分析と動的因子分析，
そして多個人動的因子分析(Multi-Individual 

Dynamic Factor Analysis :MDFA）

縦断データの収集と分析
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図1 「人×変数×機会（ N×n×T）」の3 次元立方体のデータボックス

Cattell(1966)のデータボックス

2. P技法因子分析と動的因子分析について
Variables
測定変数



図2 動的因子分析の模式図
(小高・紺田, 2015) 図3 ラグ数を2 とした時のブロック・

トープリッツ行列（小高・紺田, 2015）

動的因子分析(Dynamic Factor Analysis)のイメージ

P技法因子分析：時間軸にそって測定された観測変数に潜在する因子を抽出

動的因子分析：潜在する因子に時系列モデルを組み入れる。DFAが分析の対象とする共
分散行列はブロック・トープリッツ行列（BT行列）である(Wood & Brown, 1994)。

多個人動的因子分析(Multi-Individual Dynamic Factor Analysis :MDFA）

これまでの研究の経緯（小高・紺田, 2018;2020)

研究紹介１：中学生における日々の母娘関係の時系列的研究
－3組の母娘ペアデータを多集団同時分析に適用して－  

目的

日々の母娘関係の共通因子（「親和因子」と「主張因子」）を用いて，母と娘が時間
経過の中でどのようなやりとりを行っているのかということを動的因子分析より明ら
かにする。

方法

分析対象者：女子中学生1年生3名とその母親３名
測定日数：100日以上の測定

質問項目：日々の親子関係に関する項目

分析手続き：小高・紺田(2018)で得られた因子を用いて，多個人動的因子分析(Multi-
Individual Dynamic Factor Analysis :MDFA）を行った。

小高・紺田（2018）のP技法因子分析の結果

表 1 娘の認知する母娘関係のP技法因子分析
（因子パタン値と因子間相関）

1 2 3 4 1 2 3 1 2 3

DA01 お母さんに色々と相談した 0.392 0.358 -0.158 0.078 0.228 0.420 0.230 0.018 0.521 0.015

DA02 お母さんの言うことはその通りだと思った 0.517 0.362 0.016 -0.009 -0.152 0.086 0.486 0.492 0.294 0.081

DA03 お母さんに感謝の言葉を言った 0.373 0.570 0.264 0.038 -0.117 0.292 0.040 0.357 0.118 0.310

DA04 お母さんをいたわってあげた 0.784 -0.212 0.446 -0.140 0.045 0.491 0.020 0.177 0.249 -0.563

DA05 今日のお母さんは頑張っていたと思う 0.768 0.109 0.166 -0.135 -0.045 -0.078 0.279 0.250 0.029 0.075

DA06 お母さんの言うことに耳を傾けた -0.030 0.852 0.011 0.089 0.020 0.538 0.010 0.134 0.254 -0.097

DA07 一日の出来事をお母さんに話した 0.273 0.402 -0.180 0.161 0.113 0.448 0.203 -0.055 0.159 -0.067

DA08 お母さんと言い合いになった 0.096 -0.153 0.680 0.397 0.694 -0.282 0.022 -0.772 0.031 0.224

DA09 お母さんの言動で納得できないことがあった -0.122 0.271 0.900 -0.146 0.359 -0.023 -0.412 -0.747 0.018 -0.160

DA10 お母さんは口うるさいと感じた 0.015 0.155 0.957 -0.118 0.749 0.114 0.089 -0.716 0.126 0.032

DA11 お母さんの言う通りに従った 0.341 0.506 0.007 0.040 -0.111 0.439 0.022 0.260 -0.021 -0.030

DA12 お母さんの期待に答えたと思う 0.317 0.309 -0.193 -0.015 -0.138 0.569 -0.065 0.240 0.190 -0.647

DA13 お母さんに口答えした 0.078 -0.125 0.720 0.352 0.749 -0.207 0.180 -0.776 0.226 0.156

DA14 お母さんに対して素直であったと思う 0.692 0.158 -0.004 -0.085 -0.102 0.696 -0.084 0.241 0.169 0.016

DA15 お母さんは、私の言うことに耳を傾けてくれた 0.123 0.662 -0.105 0.123 0.039 0.021 0.521 0.333 0.313 0.358

DA16 お母さんは、私を励ましてくれた 0.967 -0.182 -0.194 -0.037 0.169 0.310 0.251 -0.050 0.797 0.035

DA17 お母さんは、私に色々気をつかってくれた 0.515 0.243 -0.087 0.131 0.190 0.046 0.682 -0.005 0.673 0.108

DA18 お母さんは、私の喜びそうなことをしてくれた 0.491 0.302 -0.060 -0.042 0.045 0.060 0.417 0.206 0.297 0.114

DA19 お母さんは、私に色々指図した -0.170 0.963 0.258 -0.058 0.468 0.090 -0.418 0.027 0.073 0.500

DA20 お母さんは、私に決まりを守るように言った 0.792 -0.030 0.017 -0.077 0.262 0.240 -0.218 0.029 0.139 0.663

DA21 お母さんは、私の自主性を尊重してくれた 0.346 0.500 -0.133 -0.043 -0.051 0.084 0.183 -0.179 0.829 -0.260

DA22 お母さんから勉強についてとやかく言われた -0.235 0.142 0.048 0.587 0.459 0.127 -0.390 0.121 -0.096 0.614

2 0.698 -0.156 0.199

3 -0.373 -0.548 0.000 0.150 -0.256 0.183

4 0.408 0.191 0.118
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表 2-母の認知する母娘関係のP技法因子
分析（因子パタン値と因子間相関）

1 2 3 4 1 2 3 1 2 3

MO01 子どもから相談があった -0.056 0.096 0.021 0.111 0.353 0.395 0.117 -0.085 0.520 0.054

MO02 私の言動に共感してくれた -0.147 0.273 0.189 -0.008 0.623 0.019 -0.042 0.469 0.444 -0.109

MO03 私に感謝の言葉を口にしてくれた -0.007 0.329 0.063 0.114 0.770 0.062 0.071 -0.026 0.311 0.197

MO04 私をいたわってくれた 0.079 0.526 0.009 -0.162 0.647 -0.122 0.183 0.637 -0.033 0.033

MO05 私のことを理解してくれた -0.136 0.294 0.189 -0.421 0.530 -0.165 0.097 0.358 0.434 -0.096

MO06 私の考えに耳を傾けてくれた 0.081 0.377 0.111 -0.164 0.733 0.089 0.044 0.233 0.523 -0.100

MO07 一日の出来事を私に話してくれた -0.204 -0.133 0.679 -0.067 0.443 0.395 -0.223 0.006 0.639 0.057

MO08 ささいなことから言い合いが始まった 0.507 -0.134 0.069 -0.149 0.019 0.843 0.045 -0.615 -0.211 0.041

MO09 私に対して、批判的な言動があった 0.321 0.070 -0.177 0.079 -0.082 0.741 0.122 -0.685 0.007 0.066

MO10 私から干渉されるのを嫌がった 0.655 0.089 -0.159 0.106 0.026 0.489 -0.064 -0.666 -0.007 0.139

MO11 私の言う通りに従ってくれた -0.331 0.483 -0.100 0.092 0.481 -0.229 0.011 0.550 0.030 0.096

MO12 私の期待に答えてくれた -0.339 0.386 0.031 -0.014 0.603 0.006 -0.140 0.519 0.181 -0.006

MO13 私に口答えした 0.658 -0.036 -0.066 -0.026 -0.196 0.648 0.036 -0.830 0.176 0.001

MO14 私に対して素直であった -0.411 0.461 -0.042 0.040 0.443 -0.162 -0.230 0.506 0.460 -0.021

MO15 子どもの言うことに耳を傾けた -0.153 0.065 0.670 0.180 0.443 0.228 -0.305 0.040 0.684 0.019

MO16 子どもを励ました 0.116 0.171 0.513 0.149 0.358 -0.144 0.065 -0.071 0.543 0.232

MO17 子どもに色々気を使った -0.003 -0.117 0.157 0.728 0.091 -0.438 0.340 -0.051 0.079 0.664

MO18 子どもの喜びそうなことをした 0.072 0.154 0.086 0.567 0.226 0.050 -0.242 0.075 0.211 0.685

MO19 子どもに色々指図した 0.312 0.511 -0.124 0.108 0.062 0.282 0.633 -0.647 0.304 -0.160

MO20 子どもに決まりを守るように言った 0.354 0.221 0.008 -0.306 0.091 -0.188 0.729 -0.650 0.629 -0.093

MO21 子どもの自主性を尊重した -0.215 0.058 -0.259 0.179 0.078 -0.215 -0.358 0.433 0.248 0.260

MO22 子どもに勉強についてとやかく言った 0.542 0.104 0.424 0.123 -0.047 0.086 0.670 -0.281 0.324 0.085

2 -0.357 -0.460 0.415

3 -0.166 0.093 -0.553 0.543 0.088 -0.086

4 0.019 -0.008 -0.059
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表 3 小高・紺田（2020）で使用した項目一覧

結合性 愛着 に関する概念

母娘の親和的コミュニケーション

娘の自己主張

コンフリクトに関する概念



(1) 母娘関係の時間経過を入れないラグ0のモデルの作成

小高・紺田（2020）の分析手続きと結果

（χ2(50)＝71.429, p<.05, RMSEA=.033, 
CFI=.983, AIC= 187.429, SRMR=.038）

図4 母娘関係のラグ0モデル

図5 母娘関係の時系列モデル（小高・紺田, 2020)

注：潜在因子の関連性のみを模式的に示している。相互に関連がある場合は線で結び，昨日から今日への影響がある場合
は矢印で示している。実線は正の関連，点線は負の関連を示す。また，その太さで有意の程度を示している。

 
（χ2(332)= 393.442, p=.011 GFI=.890, AGFI=.865, CFI=.978, RMSEA=.022, AIC= 545.442，SRMR= .061）

(2)時間経過を入れたラグ1モデル

親子関係の中で「親和
（愛着）」と「主張
（コンフリクト）」が
短い時間の中で影響し
あっている

母娘関係の影響過程は
その日のやりとりや前
日から当日への影響が
多く認められており，
日々の母娘関係は独立
したものではなく，母
と娘は日々，相互に関
連して次の日に影響を
与える。

 ID1002とID1004：娘が母に自己主張した次の日は，娘は母に親和的になる。
→母に対して自分の意見や考えを表明している一方で母への配慮や尊重といった母
との結合的な関係を補っている。

 

ID1002：母娘関係の相互の影響過程の道筋は他の組み合わせに比べて少ないと考えら
れる。→母娘関係の認知にズレがあると考えられる。

(2)時間経過を入れたラグ1モデル



3.その後の母娘関係についての報告（小高，2025）

調査協力者：母親3名(小高・紺田, 2018) 質問紙： (1) 娘が成人した後の

調査項目：①辻岡・山本（1976），遠山(2005)，藤田・岡本(2009)の親子

関係尺度を参考に作成した中学3年生の頃の母の養育態度，3尺度（「受

容」，「統制」，「自律」）12項目を用いた。②小澤(1998) と野村(2014)

を参考に作成した葛藤（反抗）に関する2尺度（「表出的反抗」と「内面

的反抗」）14項目を用いた。③小高（2000）を元にして作成した親―青

年関係尺度5 尺度25 項目を用いた。評定はいずれの尺度も4件法である。

分析手続き：各尺度に含まれる項目得点の個人の平均値を算出した。

方法 私は娘のことをきちんと理解しようと努力していたと思う。

娘の意見をよく聞いていた。

娘に規則やルールを守るように厳しく言った。

娘を私の思い通りにしようとしたことがあった。

娘の責任を取れる範囲内でなら好きなことをやらせていた。

娘がやりたいと思ったことは何でもやらせていた。

娘は私を心の中で見下していたことがあった。

私のことを無視することがあった。

娘は私に口答えをしたことがあった。

娘は，私の欠点をよく指摘した。

受

容

統

制

自

律

内

在

表

出

表４ 中学3年頃の母娘関係（回想） 表５ 現在の母娘関係

図6 成人後の母娘関係（母評定）
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図7 中学1年当時（日々の母娘関係の平均値）



中学3年当時
の母娘関係

現在の
母娘関係

中学１年当時
の母娘関係

中学１年当時
の記憶

中学3年当時
の記憶

再解釈

社会的な環境・気質

図8 親子関係の影響過程

意味づけ

ミクロ
（短期）

マクロ
（長期）

法則定立的

個性記述的

図9 系列データ研究のメリット・デメリット

一人一人の細かな動きを
みることができる

他の人との比較が
困難

共通する短期の影響過程
みることができる

大事な因子を捨て
去ってしまってい
る可能性がある

大きな発達的変化をみ
ることができる

個別の発達的変化をみ
ることができる

短期間の変動をみるだけで
何が言えるのか

様々な要因が影響する可能性
がある

4.今後の課題

乳幼児期
青年期

（現在の状況）児童期

再解釈 意味づけ

安心感や愛着

「自分は愛される存在である」
という感覚

自己探求や
社会的な役割の模索

（アイデンティティの確立）

現在の青年の心理・社会的
な状態が影響する

未来

未来を方向づける

縦断研究から発達を考える

図10 発達のモデル図
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